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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

この調査は、平成29年度中に見直しを行う「桑名市地域包括ケア計画（第７期介護保険事

業計画・第８期老人福祉計画）」の基礎資料を得るため、要支援・要介護認定を受け、居宅で

暮らしている人およびその介護をしている人から、家族介護の実態、施設入所の検討状況、家

族介護者就労状況等をたずねたものです。 

なお、この調査は、厚生労働省が示す「在宅介護実態調査」の内容を基本として実施し、こ

の結果と認定データ（認定調査結果の情報等）を関連付け、分析しました。 

 

２ 調査方法等 

調査対象者 調査方法 調査期間 

要支援・要介護の認定を受けて、

居宅で暮らしている人 

認定調査員による聞き取り調査 平成 28 年 12 月～平成 29 年３月 

 

３ 回収結果 

回収数 有効回答数 

324 294 

（注）無効票は、入所・入院中、認定データが得られなかったもの等 

 

４ 集計分析にあたって 

(1) 回答の比率は、その設問の回答数を基数（ｎ）として算出しました。したがって、複数

回答の設問については、すべての比率を合計すると100％を超えます。 

(2) 回答率（％）は、小数点第２位以下を四捨五入しました。したがって、単数回答の場合

であっても比率の合計が100％にならない場合があります。 

(3) 性別、年齢、要介護度、サービスの利用実績等については、認定データ等を用いていま

す。 



2 

Ⅱ 調査結果の分析 

１ 基本属性 

(1) 性別・年齢 

調査対象者（要介護者）の性別は、男性が38.1％、女性が61.9％と女性が男性を23.8ポ

イント上回っています（図表２－１）。 

調査対象者の年齢は、65歳未満の第２号被保険者が4.1％、75歳未満の前期高齢者が

14.0％、75歳以上の後期高齢者が82.1％となっています。 

性別にみると、後期高齢者は女性が86.8％、男性が74.0％と10ポイント以上の差があり

ます（図表２－２）。 

図表２－１ 回答者（要介護者）の性別 

 

 

 

 

 

 

 

図表２－２ 回答者（要介護者）の年齢 
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(2) 世帯類型 

調査対象者の世帯類型は、子どもの家族との同居世帯などである「その他」の世帯が

56.5％を占めていますが、「夫婦のみ世帯」が28.6％、単身世帯が14.6％あります。 

性別にみると、「単身世帯」は女性が男性より6.3ポイント高く、「夫婦のみの世帯」は男

性が女性より34.6ポイント高くなっています。 

年齢別にみると、70歳未満および80歳以上では「その他」が、70歳代では「夫婦のみの

世帯」が最も高くなっています。 

要介護度別にみると、重度化にしたがい「単身世帯」および「夫婦のみ世帯」は低くなっ

ています。 

主な介護者の勤務形態別にみると、フルタイムは「単身世帯」、パートタイムは「その他」、

未就労は「夫婦のみ世帯」が他の家族類型に比べ高くなっています。 

図表２－３ 世帯類型 
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(3) 要介護度 

調査対象者の要介護度は、「要介護２」が26.5％と最も高く、次いで「要介護１」が25.9％、

「要介護３」が14.6％の順となっています。 

世帯類型別にみると、単身世帯に「要介護５」はなく、軽度の占める割合が高くなってい

ます。「要介護３」「要介護４」「要介護５」の合計は、単身世帯が18.6％、夫婦のみ世帯が

32.2％、その他が36.1％です。 

主な介護者の勤務形態別にみると、フルタイムでは「要介護１」および「要介護２」の割

合が73.7％と非常に高くなっています。「要介護３」「要介護４」「要介護５」の合計は、フ

ルタイムが21.1％、パートタイムが32.4％、未就労が37.5％です。 

図表２－４ 要介護度 
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(4) 認知症日常生活自立度 

認知症高齢者の日常生活自立度（以下「認知症自立度」と言います。）判定基準の＜Ⅱa

以上＞を認知症とみると、全体では62.6％となります。＜Ⅱa以上＞は、年齢が上がるにつ

れて高くなる傾向にあり、90歳以上では72.6％となっています。また、単身世帯の65.1％、

夫婦のみ世帯の57.2％が＜Ⅱa以上＞に該当します。 

要介護度別にみると、要支援１・２では「自立」および「Ⅰ」が90％近くを占めていま

す。要介護１・２では「Ⅱa」が40％以上を占め、要介護３～５では「Ⅲa」が最も高くな

っています。 

主な介護者の勤務形態別にみると、＜Ⅱa以上＞が最も高いのはパートタイムで、次いで

フルタイム、未就労の順となっています。 

図表２－５ 認知症日常生活自立度 
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【参考】認知症高齢者の日常生活自立度判定基準 

レベル 判断基準 

Ⅰ 
「何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内および社会的にほぼ自立している状

態」基本的には在宅で自立した生活が可能なレベルです。  

Ⅱa 
「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが家庭外で多少見ら

れても、誰かが注意していれば自立できる状態」  

Ⅱb 
「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが家庭内で見られる

ようになるが、誰かが注意していれば自立できる状態」  

Ⅲa 
「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが主に日中を中心に

見られ、介護を必要とする状態」  

Ⅲb 
判断基準「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが夜間にも

見られるようになり、介護を必要とする状態」  

Ⅳ 
「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常

に介護を必要とする状態」  

Ｍ 
「著しい精神症状や周辺症状あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門医療を必要とす

る状態」  
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２ 介護保険サービス等 

(1) 介護保険サービスの利用状況 

現在、住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の介護保険サービスを利用率は87.1％です。 

世帯類型別にみると、夫婦のみの世帯では90％超えています。要介護度別および認知症

自立度別では、両者とも重度化にしたがい高くなっており、特に認知症自立度のランクⅢ以

上では97.1％となっています。 

図表２－６ 介護保険サービスの利用状況 
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(2) 利用しているサービス 

介護保険サービスの利用状況をみると、「通所介護」が59.9％と突出して高く、次いで「訪

問介護」が25.5％、「ショートステイ」が11.9％、「訪問看護」が9.9％などの順となって

います。 

世帯類型別にみると、単身世帯では「訪問介護」が40％近い率を示しています。また、

夫婦のみ世帯では単身世帯と同様に「訪問介護」が33.3％と高いのに加え、通所系サービ

スが比較的高くなっている一方、「ショートステイ」が若干低くなっています。 

要介護度別にみると、「訪問リハビリ」、「通所リハビリ」および「小規模多機能型居宅介

護」以外は重度化にしたがい利用率が高くなっています。 

認知症自立度別にみると、「訪問介護」、「訪問リハビリ」および「通所リハビリ」以外の

サ―ビスは重度化にしたがい利用率が高くなる傾向にあります。 

図表２－７ 利用しているサービス（複数回答） 
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(3) 利用しているサービスの組み合わせ 

利用しているサービスの組み合わせをみると、「通所系のみ」が42.5％と最も高く、次い

で「訪問＋通所」の組み合わせが15.3％、「訪問系のみ」が12.6％などとなっています。 

世帯類型別にみると、夫婦のみ世帯およびその他では「通所系のみ」が45％以上を占め

ていますが、単身世帯では「訪問＋通所」が25.6％と最も高くなっています。また、夫婦

のみ世帯でも「訪問＋通所」が20％を超えています。 

要介護度別にみると、重度化にしたがい「訪問系のみ」が上昇し、「通所系のみ」が低下

しています。また、要介護３～５ではショートステイを組み合わせたパターンが高くなって

います。 

認知症自立度別にみると、要介護度と同様に重度化にしたがいショートステイを組み合わ

せた「通所＋短期」や「訪問＋通所＋短期」が高くなっています。 

図表２－８ 利用しているサービスの組み合わせ 
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16.3

11.9

12.0

4.4

12.3

16.8

13.6

12.0

11.8

42.5

18.6

47.6

45.8

57.8

42.9

34.7

43.6

43.3

35.3

2.0

9.3

2.6

2.1

2.7

15.3

25.6

21.4

9.6

8.9

18.2

13.7

14.5

16.7

11.8

1.0

2.4

2.1

4.8

2.3

2.4

6.6

3.9

8.4

4.0

17.6

4.1

4.7

3.6

4.2

10.5

2.7

4.0

8.8

3.4

4.7

4.2

4.5

3.2

4.0

5.9

1.4

2.3

2.1

5.9

12.9

16.3

8.3

14.5

28.9

12.3

6.3

19.1

10.7

2.9

0% 50% 100%

全 体 n=294

単身世帯 n= 43

夫婦のみ世帯 n= 84

そ の 他 n=166

要支援１・２ n= 45

要介護１・２ n=154

要介護３～５ n= 95

自立・Ｉ n=110

Ⅱ        n=150

Ⅲ 以 上 n= 34

*
*

*

訪問系のみ 通所系のみ 短期系のみ 訪問＋通所

訪問＋短期 通所＋短期 訪問＋通所＋短期 小規模多機能

看護多機能 未利用

認
知
症
自
立
度

世
帯
類
型

要
介
護
度

※全体以外の２％未満の数値は表記を省略 
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利用しているサービスの組み合わせを簡略化してみると、「通所系・短期系のみ」が49.3％

を占め、次いで「訪問系を含む組み合わせ」が25.2％などとなっています。 

世帯類型別にみると、夫婦のみ世帯およびその他では「通所系・短期系のみ」が50％以

上を占めています。一方、単身世帯では「訪問系を含む組み合わせ」が37.2％と最も高く、

「訪問系のみ」との合計が50％を超えています。 

要介護度別にみると、重度化にしたがい「訪問系のみ」および「訪問系を含む組み合わせ」

が上昇します。 

認知症自立度別にみると、重度化にしたがい「訪問系を含む組み合わせ」および「通所系・

短期系のみ」が上昇し、「訪問系のみ」が低下しています。 

主な介護者の就労形態別にみると、フルタイムでは「訪問系を含む組み合わせ」、パート

タイムでは「通所系・短期系のみ」、未就労では「訪問系のみ」が、それぞれ他の就労形態

に比べ高くなっています。 

図表２－９ 利用しているサービスの組み合わせ（簡略化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.6

16.3

11.9

12.0

4.4

12.3

16.8

13.6

12.0

11.8

7.0

11.3

15.3
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37.2

29.8

19.9

8.9

26.0

31.6

20.0

27.3

32.4

40.4

18.3

23.6

49.3

30.2

50.0

53.6

57.8
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45.3

47.3

50.0

52.9

43.9

53.5

47.2

12.9

16.3

8.3

14.5

28.9

12.3

6.3

19.1

10.7

2.9

8.8

16.9

13.9

0% 50% 100%

全 体 n=294

単身世帯 n= 43

夫婦のみ世帯 n= 84

そ の 他 n=166

要支援１・２ n= 45

要介護１・２ n=154

要介護３～５ n= 95

自立・Ｉ n=110

Ⅱ        n=150

Ⅲ 以 上 n= 34

フルタイム n= 57

パートタイム n= 71

未 就 労 n=144

*
*

*
*

訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ 未利用

認
知
症
自
立
度

世
帯
類
型

要
介
護
度

主
な
介
護
者

の
勤
務
形
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(4) 要介護度別・世帯類型別のサービス利用の組み合わせ 

サービス利用の組み合わせを、①単身世帯、②夫婦のみ世帯、③その他の世帯類型別に分

けて、要介護度別にみると、要介護度の重度化にしたがい「訪問系のみ」および「訪問系を

含む組み合わせ」が高くなる傾向にあります。特に単身世帯の＜要介護３～５＞では「訪問

系を含む組み合わせ」が60％を超えています。 

図表２－10 要介護度別・世帯類型別のサービス利用の組み合わせ 

① 単身世帯 

 

 

 

 

 

 

② 夫婦のみ世帯 

 

 

 

 

 

 

③ その他 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く 

 

 

 

22.2

12.5

12.5

37.0

62.5

37.5

29.6

25.0

50.0

11.1

0% 50% 100%

要支援１・２ n= 8

要介護１・２ n=27

要介護３～５ n= 8

*
*

*

訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ 未利用

13.6

14.8

15.4

31.8

33.3

84.6

40.9

48.1

13.6

3.7

0% 50% 100%

要支援１・２ n=13

要介護１・２ n=44

要介護３～５ n=26

*
*

*

訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ 未利用

8.7

8.4

18.3

4.3

19.3

26.7

47.8

60.2

46.7

39.1

12.0

8.3

0% 50% 100%

要支援１・２ n=23

要介護１・２ n=82

要介護３～５ n=60

*
*

*

訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ 未利用
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(5) 認知症自立度別・世帯類型別のサービス利用の組み合わせ 

サービス利用の組み合わせを、①単身世帯、②夫婦のみ世帯、③その他の世帯類型別に分

けて、認知症自立度別にみると、単身世帯および夫婦のみ世帯では、認知症の重度化にした

がい「通所系・短期系のみ」が高くなり、「訪問系のみ」が低下する傾向にあります。また、

その他では、認知症自立度にかかわらず「通所系・短期系のみ」が50％前後の高い率を示

しています。 

図表２－11 認知症自立度別・世帯類型別のサービス利用の組み合わせ 

① 単身世帯 

 

 

 

 

 

 

② 夫婦のみ世帯 

 

 

 

 

 

 

③ その他 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く 

20.0

16.7

26.7

41.7

50.0

26.7

29.2

50.0

26.7

12.5

0% 50% 100%

自立・Ｉ n=15

Ⅱ       n=24

Ⅲ 以 上 n= 4

*
*

*

訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ 未利用

16.7

9.1

25.0

31.4

25.0

52.8

45.5

75.0

5.6

11.4

0% 50% 100%

自立・Ｉ n=35

Ⅱ       n=44

Ⅲ 以 上 n= 4

*
*

*

訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ 未利用

10.3

12.2

15.4

15.5

19.5

30.8

48.3

58.5

50.0

25.9

9.8

3.8

0% 50% 100%

自立・Ｉ n=58

Ⅱ       n=81

Ⅲ 以 上 n=26

*
*

*

訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ 未利用
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(6) 施設等への入所・入居の検討状況 

施設等＊への入所・入居の検討状況をみると、「入所・入居は検討していない」が72.1％

を占めています。「すでに入所・入居申し込みをしている」は4.1％（12人）、「入所・入居

を検討している」は23.1％（68人）、合計した入所・入居意向は27.2％（80人）です。 

入所・入居意向が30％を超えているのは、年齢では90歳以上、世帯類型別では単身世帯、

要介護度別では要介護３～５、認知症自立度別ではⅡ以上です。心身の状態の悪化・重度化

や家族介護者の不在が入所・入居意向に影響していることがわかります。 

＊「施設等」とは、特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護療養型医療施設、特定施設（有料老人ホー

ム等）、グループホーム、地域密着型特定施設、地域密着型特別養護老人ホームを指します。 
 

図表２－12 施設等への入所・入居の検討状況 
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75.9
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90.9

100.0

71.8
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58.1

58.1

82.1

70.5

91.1

73.4

61.1

83.6

68.0

52.9

23.1

18.8

25.8

8.3

4.5

25.6

23.7

25.0

35.5

34.9

15.5

24.1

8.9

22.1

31.6

14.5

25.3

41.2

4.1

4.5

3.8

16.7

2.6

2.6

4.7

6.5

7.0

1.2

4.8

3.9

6.3

0.9

6.0

5.9

0.7

0.9

0.5

4.5

1.3

1.2

0.6

0.6

1.1

0.9

0.7

0% 50% 100%

全 体 n=294

男 性 n=112

女 性 n=182

65歳未満 n= 12

65～69歳 n= 22

70～74歳 n= 19

75～79歳 n= 39

80～84歳 n= 76

85～89歳 n= 64

90歳以上 n= 62

単身世帯 n= 43

夫婦のみ世帯 n= 84

そ の 他 n=166

要支援１・２ n= 45

要介護１・２ n=154

要介護３～５ n= 95

自立・Ｉ n=110

Ⅱ        n=150

Ⅲ 以 上 n= 34

*
*

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている 無回答
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類
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要
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(7) サービス利用の組み合わせと施設等への入所・入居の検討状況 

施設等への入所・入居の検討状況を、①要介護３以上、②要介護４以上、③認知症自立度

Ⅲ以上に分けて、サービス利用の組み合わせ別にみると、①～③いずれの場合においても

＜訪問系のみ＞では「入所・入居は検討していない」と全員が回答しており100％です。ま

た、＜訪問系を含む組み合わせ＞では「入所・入居を検討している」が50％以上を占めて

います。 

図表２－13 施設等への入所・入居の検討状況（サービス利用の組み合わせ別） 

① 要介護３以上 

 

 

 

 

 

 

② 要介護４以上 

 

 

 

 

 

 

③ 認知症自立度Ⅲ以上 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く 

 

100.0

43.3

57.1

50.0

33.3

6.7

9.5

0% 50% 100%

訪問系のみ n=16

訪問系を含む組み合わせ n=30

通所系・短期系のみ n=42

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

100.0

36.4

50.0

54.5

44.4

9.1

5.6

0% 50% 100%

訪問系のみ n= 4

訪問系を含む組み合わせ n=11

通所系・短期系のみ n=18

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

100.0

41.2

68.4

52.9

21.1

5.9

10.5

0% 50% 100%

訪問系のみ n=12

訪問系を含む組み合わせ n=17

通所系・短期系のみ n=19

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている
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①要介護３以上、②要介護４以上、③認知症自立度Ⅲ以上に分けて、サービス利用の組み

合わせを施設等への入所・入居の検討状況別にみると、①要介護３以上の場合＜検討してい

ない＞から＜検討中＞＜申請済み＞となるにしたがい「通所系・短期系のみ」の割合が高く

なっています。②要介護４以上の場合＜検討中＞に占める「訪問系を含む組み合わせ」の割

合が高くなっています。③認知症自立度Ⅲ以上の場合、いずれも「通所系・短期系のみ」が

50％以上を占めています。 

図表２－14 サービス利用の組み合わせ（施設等への入所・入居の検討状況別） 

① 要介護３以上 

 

 

 

 

 

 

② 要介護４以上 

 

 

 

 

 

 

③ 認知症自立度Ⅲ以上 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く 

 

57.6 22.4

50.0

33.3

41.4

46.7

66.7

8.6

3.3

0% 50% 100%

検討していない n=58

検討中 n=30

申請済み n= 6

*
*

*

訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ 未利用

34.3 20.0

69.2

33.3

37.1

30.8

66.7

8.6

0% 50% 100%

検討していない n=35

検討中 n=13

申請済み n= 3

*
*

*

訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ 未利用

22.2 22.2

42.9

50.0

50.0

57.1

50.0

5.6

0% 50% 100%

検討していない n=18

検討中 n=14

申請済み n= 2

*
*

*

訪問系のみ 訪問系を含む組み合わせ 通所系・短期系のみ 未利用
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(8) サービスの利用回数と施設等への入所・入居の検討状況 

① 訪問系サービス 

施設等への入所・入居の検討状況を、①要介護３以上、②認知症自立度Ⅲ以上に分けて、

訪問系サービスの利用回数別にみると、利用回数が＜15回以上＞では「入所・入居は検

討していない」が70％を超える高い率となっています。 

図表２－15 訪問系サービスの利用回数と介護保険施設等への入所・入居の検討状況 

① 要介護３以上 

 

 

 

 

 

 

② 認知症自立度Ⅲ以上 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59.6

56.0

76.5

32.7

40.0

17.6

7.7

4.0

5.9

0% 50% 100%

０回 n=52

１～14回 n=25

15回以上 n=17

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

52.2

33.3

80.0

43.5

50.0

20.0

4.3

16.7

0% 50% 100%

０回 n=23

１～14回 n= 6

15回以上 n= 5

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている
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② 通所系サービス 

施設等への入所・入居の検討状況を、①要介護３以上、②認知症自立度Ⅲ以上に分けて、

通所系サービスの利用回数別にみると、利用回数が＜０回＞では「入所・入居は検討して

いない」が80％近い高い率となっています。 

図表２－16 通所系サービスの利用回数と介護保険施設等への入所・入居の検討状況 

① 要介護３以上 

 

 

 

 

 

 

② 認知症自立度Ⅲ以上 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く 

 

 

80.6

51.4

53.7

12.9

42.9

39.3

6.5

5.7

7.1

0% 50% 100%

０回 n=31

１～14回 n=35

15回以上 n=28

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

77.8

58.3

30.8

22.2

33.3

61.5

8.3

7.7

0% 50% 100%

０回 n= 9

１～14回 n=12

15回以上 n=13

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている
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③ 短期系サービス 

施設等への入所・入居の検討状況を、①要介護３以上、②認知症自立度Ⅲ以上に分けて、

短期系サービスの利用回数別にみると、利用回数が＜０回＞では「入所・入居は検討して

いない」が60％以上の高い率となっています。 

図表２－17 短期系サービスの利用回数と介護保険施設等への入所・入居の検討状況 

① 要介護３以上 

 

 

 

 

 

 

② 認知症自立度Ⅲ以上 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く 

 

68.1

53.3

14.3

29.2

33.3

57.1

2.8

13.3

28.6

0% 50% 100%

０回 n=72

１～９回 n=15

10回以上 n= 7

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

60.0

33.3

33.3

36.0

50.0

66.7

4.0

16.7

0% 50% 100%

０回 n=25

１～９回 n= 6

10回以上 n= 3

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている
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(9) 要介護度別・世帯類型別の施設等への入所・入居の検討状況 

施設等への入所・入居の検討状況を、①単身世帯、②夫婦のみ世帯、③その他の世帯類型

別に分けて、要介護度別にみると、いずれの世帯類型においても重度化にしたがい「入所・

入居は検討していない」が低下し、「入所・入居を検討している」および「すでに入所・入

居申し込みをしている」は高くなる傾向にあります。 

図表２－18 施設等への入所・入居の検討状況（要介護度別・世帯類型別） 

① 単身世帯 

 

 

 

 

 

 

② 夫婦のみ世帯 

 

 

 

 

 

 

③ その他 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く 

 

 

 

75.0

55.6

50.0

25.0

33.3

50.0

11.1

0% 50% 100%

要支援１・２ n= 8

要介護１・２ n=27

要介護３～５ n= 8

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

92.3

90.9

65.4

7.7

9.1

30.8 3.8

0% 50% 100%

要支援１・２ n=13

要介護１・２ n=44

要介護３～５ n=26

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

95.7

70.7

61.7

4.3

25.6

30.0

3.7

8.3

0% 50% 100%

要支援１・２ n=23

要介護１・２ n=82

要介護３～５ n=60

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている
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(10) 認知症自立度別・世帯類型別の施設等への入所・入居の検討状況 

施設等への入所・入居の検討状況を、①単身世帯、②夫婦のみ世帯、③その他の世帯類型

別に分けて、認知症自立度別にみると、いずれの世帯類型においても重度化にしたがい「入

所・入居は検討していない」が低下し、「入所・入居を検討している」および「すでに入所・

入居申し込みをしている」は高くなる傾向にあります。 

図表２－19 施設等への入所・入居の検討状況（認知症自立度別・世帯類型別） 

① 単身世帯 

 

 

 

 

 

 

② 夫婦のみ世帯 

 

 

 

 

 

 

③ その他 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く 

 

 

 

66.7

54.2

50.0

33.3

33.3

50.0

12.5

0% 50% 100%

自立・Ｉ n=15

Ⅱ       n=24

Ⅲ 以 上 n= 4

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

94.3

79.5

25.0

5.7

18.2

75.0

2.3

0% 50% 100%

自立・Ｉ n=35

Ⅱ       n=44

Ⅲ 以 上 n= 4

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

82.8

66.7

57.7

15.5

27.2

34.6

1.7

6.2

7.7

0% 50% 100%

自立・Ｉ n=58

Ⅱ       n=81

Ⅲ 以 上 n=26

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている
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(11) 介護者の就労状況別の施設等への入所・入居の検討状況 

介護者の就労状況別に、施設等への入所・入居の検討状況をみると、「入所・入居は検討

していない」が最も高いのは＜未就労＞であり、最も低いのは＜パートタイム＞です。なお、

＜フルタイム＞および＜パートタイム＞の「入所・入居を検討している」並びに「すでに入

所・入居申し込みをしている」の合計は30％前後の高い率となっています（図表２－20）。 

また、要介護２以上で介護者が就労している人の就労継続の見込み別にみると、就労継続

が困難になるにしたがい「入所・入居を検討している」および「すでに入所・入居申し込み

をしている」が高くなっています（図表２－21）。 

図表２－20 施設等への入所・入居の検討状況（就労状況別） 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く 

 

図表２－21 施設等への入所・入居の検討状況（就労継続見込み別・要介護２以上で介護者が就労） 

 

 

 

 

 

 

 

※「継続困難」＝「続けていくのは、やや難しい」＋「続けていくのは、かなり難しい」 

※無回答を除く 

 

70.2

69.0

78.3

24.6

26.8

18.9

5.3

4.2

2.8

0% 50% 100%

フルタイム n= 57

パートタイム n= 71

未 就 労 n=143

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

83.3

70.0

21.4

8.3

26.0

71.4

8.3

4.0

7.1

0% 50% 100%

問題なく、続けていける n=12

問題はあるが、何とか続けていける n=50

継続困難 n=14

*
*

*

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている
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３ 介護者の状況 

(1) 家族・親族による介護の頻度 

家族・親族からの介護（同居していない子どもや親族等からの介護を含む）については、

「ほぼ毎日ある」が83.3％を占めており、これに「家族・親族の介護はあるが、週に１日

よりも少ない」「週に１～２日ある」「週に３～４日ある」を加えた＜家族・親族の介護を受

けている＞人は96.6％です。「ない」は3.1％となっています。 

「ほぼ毎日ある」が90％を超えているのは、世帯類型別では夫婦のみ世帯およびその他、

要介護度別では要介護３～５、認知症自立度別ではⅢ以上、主な介護者の勤務形態別では未

就労です。 

図表２－22 家族・親族による介護の頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※全体以外の２％未満の数値は表記を省略 

3.1

11.6

4.4

2.6

3.2

4.5

2.7

3.1

14.0

1.8

2.2

3.9

2.1

2.7

3.3

2.9

7.0

2.8

5.4

18.6

4.8

2.4

6.7

7.8

4.5

6.7

2.9

7.0

9.9

2.8

4.8

11.6

3.6

3.6

6.7

5.8

2.1

2.7

6.7

2.9

8.8

7.0

2.1

83.3

44.2

90.5

90.4

77.8

79.9

91.6

84.5

80.7

91.2

77.2

78.9

93.8

0.3

2.2

0% 50% 100%

全 体 n=294

単身世帯 n= 43

夫婦のみ世帯 n= 84

そ の 他 n=166

要支援１・２ n= 45

要介護１・２ n=154

要介護３～５ n= 95

自立・Ｉ n=110

Ⅱ        n=150

Ⅲ 以 上 n= 34

フルタイム n= 57

パートタイム n= 71

未 就 労 n=144

*
*

*
*

ない

家族・親族の介護はあるが、週に１日よりも少ない

週に１～２日ある

週に３～４日ある

ほぼ毎日ある

無回答

認
知
症
自
立
度

世
帯
類
型

要
介
護
度

主
な
介
護
者

の
勤
務
形
態
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(2) 要介護度別・世帯類型別の家族・親族による介護の頻度 

家族・親族による介護の頻度を、①単身世帯、②夫婦のみ世帯、③その他の世帯類型別に

分けて、要介護度別にみると、いずれの世帯類型、要介護度においても「ほぼ毎日」が最も

高くなっていますが、単身世帯では他の世帯類型に比べ低くなっており、近居の家族・親族

による介護なしで在宅生活を継続しているケースのあることがわかります。 

図表２－23 家族・親族による介護の頻度（要介護度別・世帯類型別） 

① 単身世帯 

 

 

 

 

 

 

② 夫婦のみ世帯 

 

 

 

 

 

 

③ その他 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く 

25.0

3.7

25.0

18.5

15.5

29.6

25.0

11.1

50.0

37.0

62.5

0% 50% 100%

要支援１・２ n= 8

要介護１・２ n=27

要介護３～５ n= 8

*
*

*

ない 週に１日よりも少ない 週に１～２日ある 週に３～４日ある ほぼ毎日ある

2.3

7.7

6.8
6.8

92.3

84.1

100

0% 50% 100%

要支援１・２ n=13

要介護１・２ n=44

要介護３～５ n=26

*
*

*

ない 週に１日よりも少ない 週に１～２日ある 週に３～４日ある ほぼ毎日ある

2.4

1.7

4.3

1.2

1.7

8.7

1.2

1.7

4.3

3.6

3.3

82.6

91.6

91.7

0% 50% 100%

要支援１・２ n=23

要介護１・２ n=82

要介護３～５ n=60

*
*

*

ない 週に１日よりも少ない 週に１～２日ある 週に３～４日ある ほぼ毎日ある
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(3) 主な介護者の年齢 

主な介護者の年齢は「60代」が35.4％と最も高く、次いで「50代」が23.5％、「70代」

が18.6％、「80歳以上」が13.0％の順となっています。 

要介護者の性別にみると、男性の場合、配偶者が主な介護者となることが多いため70代

以上が50.0％を占めています。世帯類型別にみると、夫婦のみ世帯では70代以上が60.2％

を占めています。 

主な介護者の勤務形態別にみると、フルタイムでは「50代」、パートタイムおよび未就労

では「60代」が最も高くなっています。 

図表２－24 主な介護者の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.4

0.9

1.7

8.3

2.6

3.4

2.6

1.8

1.3

2.2

1.0

1.4

2.9

3.5

1.4

0.7

7.4

8.3

6.8

8.3

14.3

26.3

7.9

12.0

15.8

6.0

6.1

7.0

8.0

6.5

6.7

8.2

5.9

12.3

12.7

3.5

23.5

14.8

28.8

16.7

4.8

13.2

41.3

32.8

13.6

44.7

12.0

23.9

11.6

29.3

19.6

16.2

29.5

20.6

47.4

28.2

13.2

35.4

25.0

41.8

50.0

52.4

42.1

7.9

12.0

41.0

66.1

26.3

20.5

45.4

44.2

33.3

34.8

36.2

30.8

52.9

31.6

38.0

35.4

18.6

32.4

10.2

16.7

23.8

26.3

52.6

14.7

3.3

13.6

10.5

33.7

12.9

18.6

11.3

30.4

21.9

18.5

8.8

1.8

14.1

26.4

13.0

17.6

10.2

4.8

5.3

10.5

20.0

23.0

3.4

26.5

9.2

16.3

16.0

6.5

16.2

11.6

8.8

3.5

5.6

20.1

0.7

0.9

0.6

5.3

1.2

0.6

2.3

0.7

1.9

0.7

0% 50% 100%

全 体 n=285

男 性 n=108

女 性 n=177

65歳未満 n= 12

65～69歳 n= 21

70～74歳 n= 19

75～79歳 n= 38

80～84歳 n= 75

85～89歳 n= 61

90歳以上 n= 59

単身世帯 n= 38

夫婦のみ世帯 n= 83

そ の 他 n=163

要支援１・２ n= 43

要介護１・２ n=150

要介護３～５ n= 92

自立・Ｉ n=105

Ⅱ        n=146

Ⅲ 以 上 n= 34

フルタイム n= 57

パートタイム n= 71

未 就 労 n=144

*
*

*
*

*
*

30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 無回答

要
介
護
者

の
性
別

認
知
症

自
立
度

世
帯
類
型

要
介
護
度

要
介
護
者
の
年
齢

主
な
介
護
者

の
勤
務
形
態
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(4) 介護を理由とした離職 

家族や親族の中で、調査対象者の介護を主な理由として、過去１年の間に仕事を辞めた人

（現在働いているかどうかや、現在の勤務形態は問いません）がいるかをたずねたところ、

「主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）」は8.4％（24人）、「主な介護者が転職した」は

1.1％（３人）となっており、合計した＜主な介護者の離職・転職＞は9.5％（27人）です。

＜主な介護者以外の離職・転職＞は1.1％（３人）です。 

＜主な介護者の離職・転職＞が10％を超えているのは、世帯類型別ではその他、要介護

度別では要支援１・２および要介護３～５、認知症自立度別では自立・Ⅰ、主な介護者の年

齢では30・40代および60代です。 

図表２－25 介護を理由とした離職（複数回答） 

 

 

 

 

区  分 ｎ 

主
な
介
護
者
が
仕
事
を
辞
め
た

（
転
職
除
く
） 

主
な
介
護
者
以
外
の
家
族
・
親
族

が
仕
事
を
辞
め
た
（
転
職
除
く
） 

主
な
介
護
者
が
転
職
し
た 

主
な
介
護
者
以
外
の
家
族
・
親
族

が
転
職
し
た 

介
護
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
た

家
族
・
親
族
は
い
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

世
帯
類
型 

単 身 世 帯 38 5.3 - - - 94.7 - - 

夫 婦 の み 83 3.6 - - - 92.8 - 3.6 

そ  の  他 163 11.7 0.6 1.8 1.2 82.2 - 2.5 

要
介
護
度 

要支援１・２ 43 14.0 - 2.3 - 81.4 - 2.3 

要介護１・２ 150 5.3 - 1.3 1.3 89.3 - 2.7 

要介護３～５ 92 10.9 1.1 - - 85.9 - 2.2 

認
知
症
自
立
度 

自 立 ・ Ｉ 105 12.4 - 1.9 - 83.8 - 1.9 

Ⅱ 146 6.2 - 0.7 1.4 89.7 - 2.1 

Ⅲ  以  上 34 5.9 2.9 - - 85.3 - 5.9 

主
な
介
護
者
の
年
齢 

3 0 ・ 4 0 代 25 8.0 - 4.0 - 80.0 - 8.0 

5 0 代 67 4.5 - 1.5 1.5 92.5 - - 

6 0 代 101 14.9 1.0 1.0 1.0 81.2 - 1.0 

7 0 代 以 上 90 4.4 - - - 92.2 - 3.3 

8.4
0.4 1.1 0.7

87.0

－ 2.5

0

30

60

90

（％）
全 体

n=285
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(5) 介護者が不安に感じる介護等 

現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者が不安に感じる介護等（現状で行って

いるか否かは問いません）についてたずねたところ、「認知症状への対応」が36.1％と最も

高くなっています。次いで「日中の排泄」が31.9％、「夜間の排泄」が31.6％、「外出の付

き添い、送迎等」が29.1％などとなっています。 

図表２－26 介護者が不安に感じる介護等（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.9

31.6

11.9

20.4

9.8

10.9

23.9

29.1

13.7

36.1

4.6

15.8

13.0

10.2

7.4

5.6

0.7

1.1

0 10 20 30 40

【身体介護】

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

【生活援助】

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

【その他】

その他

不安に感じることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

（%）
n=285
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主な介護者が不安に感じる介護等を世帯類型別にみると、いずれの世帯においても「認知

症状への対応」は30％を超える高い率となっていますが、それ以外に、夫婦のみ世帯では

「外出の付き添い、送迎等」、その他では「日中の排泄」および「夜間の排泄」が30％を超

えています。 

図表２－27 介護者が不安に感じる介護等（世帯類型別、複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.4

23.7

13.2

21.1

7.9

7.9

26.3

28.9

26.3

26.5

27.7

6.0

22.9

10.8

15.7

25.3

33.7

16.9

38.0

35.6

14.7

19.0

9.8

9.2

22.7

27.0

9.2

0% 50% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

入浴・洗身

身だしなみ

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い等

服薬

44.7

2.6

23.7

23.7

18.4

7.9

2.6

2.6

2.6

36.1

4.8

18.1

13.3

12.0

8.4

3.6

－

2.4

34.4

4.9

12.9

10.4

7.4

6.7

6.7

0.6

－

0% 50% 100%

認知症状への対応

医療面での対応

食事の準備

その他の家事

金銭管理や生活面

の手続き ・

その他

特にない

わからない

無回答

単身世帯 n= 38

夫婦のみ n= 83

そ の 他 n=163
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主な介護者が不安に感じる介護等を要介護度別にみると、要支援１・２では「外出の付き

添い、送迎等」、要介護１・２では「認知症状への対応」、要介護３～５では「日中の排泄」

および「夜間の排泄」が最も高く、それぞれ40％を超えています。 

図表２－28 介護者が不安に感じる介護等（要介護度別、複数回答） 

 

 

 

 

 

18.6

20.9

7.0

32.6

4.7

11.6

18.6

48.8

7.0

30.7

29.3

12.0

20.0

10.7

7.3

19.3

29.3

18.0

40.2

40.2

14.1

15.2

10.9

16.3

33.7

19.6

9.8

0% 50% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

入浴・洗身

身だしなみ

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い等

服薬

9.3

－

9.3

11.6

7.0

7.0

9.3

2.3

2.3

46.0

5.3

18.7

14.7

12.7

7.3

3.3

0.7

0.7

32.6

5.4

14.1

10.9

7.6

7.6

7.6

－

1.1

0% 50% 100%

認知症状への対応

医療面での対応

食事の準備

その他の家事

金銭管理や生活面

の手続き ・

その他

特にない

わからない

無回答

要支援１・２ n= 43

要介護１・２ n=150

要介護３～５ n= 92
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主な介護者が不安に感じる介護等を認知症自立度別にみると、自立・Ⅰでは「外出の付き

添い、送迎等」、Ⅱでは「認知症状への対応」、Ⅲ以上では「認知症状への対応」および「夜

間の排泄」が最も高くなっています。排泄については重度化にしたがい高くなる傾向にあり

ます。 

図表２－29 介護者が不安に感じる介護等（認知症自立度別、複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.7

29.5

11.4

26.7

5.7

12.4

30.5

37.1

5.7

34.2

28.8

11.0

18.5

13.0

8.9

17.1

26.0

21.2

38.2

50.0

17.6

8.8

8.8

14.7

32.4

17.6

5.9

0% 50% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

入浴・洗身

身だしなみ

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い等

服薬

8.6

4.8

17.1

15.2

8.6

9.5

7.6

1.9

1.9

52.7

5.5

15.8

12.3

11.6

6.8

3.4

－

0.7

50.0

－

11.8

8.8

8.8

2.9

8.8

－

－

0% 50% 100%

認知症状への対応

医療面での対応

食事の準備

その他の家事

金銭管理や生活面

の手続き ・

その他

特にない

わからない

無回答

自立・Ｉ n=105

Ⅱ    n=146

Ⅲ 以 上 n= 34
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介護者が不安に感じる介護等を勤務形態別にみると、いずれの形態においても「認知症状

への対応」「日中の排泄」「夜間の排泄」は高い率となっていますが、それ以外に、フルタイ

ムで働いている介護者は「外出の付き添い、送迎等」も40％近い率となっています。 

図表２－30  介護者が不安に感じる介護等（勤務形態別、複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

31.6

36.8

10.5

22.8

10.5

7.0

24.6

38.6

17.5

29.6

31.0

8.5

23.9

11.3

11.3

21.1

28.2

15.5

34.7

31.9

13.9

19.4

8.3

12.5

25.7

28.5

12.5

0% 50% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

入浴・洗身

身だしなみ

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い等

服薬

36.8

3.5

14.0

15.8

5.3

1.8

1.8

－

－

45.1

2.8

18.3

12.7

14.1

4.2

8.5

－

－

32.6

4.9

15.3

12.5

10.4

11.1

6.3

－

0.7

0% 50% 100%

認知症状への対応

医療面での対応

食事の準備

その他の家事

金銭管理や生活面

の手続き ・

その他

特にない

わからない

無回答

フルタイム n= 57

パートタイム n= 71

未就労 n=144
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介護者が不安に感じる介護等を施設等への入所・入居検討状況別にみると、入所・入居を

申請済みの場合は「認知症状への対応」および「夜間の排泄」が、入所・入居を検討中の場

合はこれらに加え「日中の排泄」が40％を超える高い率となっています。 

図表２－31  介護者が不安に感じる介護等（施設等への入所・入居検討状況別、複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.5

27.1

11.1

22.2

8.2

9.2

21.7

30.0

10.6

41.5

43.1

13.8

16.9

13.8

16.9

29.2

26.2

21.5

18.2

54.5

18.2

9.1

18.2

9.1

36.4

27.3

27.3

0% 50% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

入浴・洗身

身だしなみ

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い等

服薬

33.3

3.9

15.0

9.7

7.7

8.7

7.2

1.0

1.0

44.6

7.7

16.9

23.1

18.5

4.6

－

－

1.5

45.5

－

27.3

18.2

9.1

－

9.1

－

－

0% 50% 100%

認知症状への対応

医療面での対応

食事の準備

その他の家事

金銭管理や生活面

の手続き ・

その他

特にない

わからない

無回答

検討していない n=212

検討中 n= 68

申請済み n= 12
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(6) サービス利用の組み合わせと介護者が不安に感じる介護等 

介護者が不安に感じる介護等を、①要介護３以上、②認知症自立度Ⅲ以上に分けて、サー

ビス利用の組み合わせ別にみると、①要介護３以上の場合、＜訪問系を含む組み合わせ＞ 

図表２－32 サービス利用の組み合わせと介護者が不安に感じる介護等 

① 要介護３以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.0

13.3

13.3

6.7

6.7

13.3

20.0

6.7

6.7

44.8

48.3

17.2

17.2

17.2

17.2

34.5

27.6

20.7

41.5

39.0

12.2

14.6

9.8

17.1

43.9

22.0

4.9

0% 50% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

入浴・洗身

身だしなみ

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い等

服薬

13.3

13.3

26.7

13.3

6.7

26.7

20.0

－

48.3

3.4

13.8

20.7

17.2

3.4

3.4

－

31.7

4.9

12.2

4.9

2.4

2.4

7.3

－

0% 50% 100%

認知症状への対応

医療面での対応

食事の準備

その他の家事

金銭管理や生活面

の手続き ・

その他

特にない

わからない

訪問系のみ n=15

訪問系を含む組み合わせ n=29

通所系・短期系のみ n=41

※無回答を除く
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が全般的に高く、特に「夜間の徘徊」「認知症状への対応」は50％近い率となっています。 

②認知症自立度Ⅲ以上の場合、＜訪問系のみ＞では「屋内の移乗・移動」が、＜訪問系を

含む組み合わせ＞および＜通所系・短期系のみ＞では「夜間の排泄」並びに「認知症状への

対応」が50％以上の高い率となっています。 

② 認知症自立度Ⅲ以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.0

－

25.0

－

－

－

50.0

－

－

27.3

63.6

18.2

9.1

－

9.1

18.2

18.2

－

44.4

50.0

16.7

11.1

16.7

22.2

38.9

22.2

11.1

0% 50% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

入浴・洗身

身だしなみ

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い等

服薬

－

－

－

－

－

25.0

25.0

－

63.6

－

9.1

9.1

9.1

－

－

－

55.6

－

16.7

11.1

11.1

－

11.1

－

0% 50% 100%

認知症状への対応

医療面での対応

食事の準備

その他の家事

金銭管理や生活面

の手続き ・

その他

特にない

わからない

訪問系のみ n= 4

訪問系を含む組み合わせ n=11

通所系・短期系のみ n=18

※無回答を除く
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(7) サービス利用回数と介護者が不安に感じる介護等 

① 訪問系サービス 

介護者が不安に感じる介護等を、①要介護３以上、②認知症自立度Ⅲ以上に分けて、訪

問系サービスの利用回数別にみると、利用回数が増えるにしたがい、「日中の排泄」およ

び「夜間の排泄」の不安が低下する傾向があります。 

図表２－33 訪問系サービス利用回数と介護者が不安に感じる介護等 

① 要介護３以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.1

47.1

11.8

15.7

7.8

17.6

35.3

19.6

3.9

45.8

37.5

20.8

12.5

20.8

16.7

41.7

25.0

20.8

18.8

25.0

12.5

18.8

6.3

12.5

18.8

12.5

12.5

0% 50% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

入浴・洗身

身だしなみ

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い等

服薬

33.3

3.9

11.8

5.9

2.0

3.9

5.9

－

29.2

12.5

20.8

16.7

16.7

4.2

8.3

－

37.5

－

12.5

18.8

12.5

25.0

12.5

－

0% 50% 100%

認知症状への対応

医療面での対応

食事の準備

その他の家事

金銭管理や生活面

の手続き ・

その他

特にない

わからない

０回 n=51

１～14回 n=24

15回以上 n=16

※無回答を除く
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② 認知症自立度Ⅲ以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.8

56.5

13.0

8.7

13.0

21.7

30.4

21.7

8.7

33.3

50.0

33.3

16.7

－

－

50.0

16.7

－

－

20.0

20.0

－

－

－

20.0

－

－

0% 50% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

入浴・洗身

身だしなみ

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い等

服薬

56.5

－

17.4

13.0

8.7

－

8.7

－

33.3

－

－

－

16.7

－

－

－

40.0

－

－

－

－

20.0

20.0

－

0% 50% 100%

認知症状への対応

医療面での対応

食事の準備

その他の家事

金銭管理や生活面

の手続き ・

その他

特にない

わからない

０回 n=23

１～14回 n= 6

15回以上 n= 5

※無回答を除く
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② 通所系サービス 

介護者が不安に感じる介護等を、①要介護３以上、②認知症自立度Ⅲ以上に分けて、通

所系サービスの利用回数別にみると、全般的に＜１～14回＞の不安が高く、＜15回以上＞

になると低下する傾向があります。 

図表２－34 通所系サービス利用回数と介護者が不安に感じる介護等 

① 要介護３以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.0

41.4

10.3

13.8

3.4

13.8

13.8

10.3

3.4

47.1

38.2

20.6

11.8

14.7

20.6

52.9

32.4

17.6

42.9

42.9

10.7

21.4

14.3

14.3

32.1

14.3

7.1

0% 50% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

入浴・洗身

身だしなみ

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い等

服薬

24.1

6.9

17.2

10.3

3.4

17.2

13.8

－

41.2

2.9

20.6

17.6

14.7

2.9

－

－

32.1

7.1

3.6

3.6

3.6

3.6

10.7

－

0% 50% 100%

認知症状への対応

医療面での対応

食事の準備

その他の家事

金銭管理や生活面

の手続き ・

その他

特にない

わからない

０回 n=29

１～14回 n=34

15回以上 n=28

※無回答を除く
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② 認知症自立度Ⅲ以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.4

44.4

11.1

－

－

11.1

22.2

11.1

－

50.0

66.7

25.0

16.7

16.7

16.7

33.3

16.7

8.3

23.1

38.5

15.4

7.7

7.7

15.4

38.5

23.1

7.7

0% 50% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

入浴・洗身

身だしなみ

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い等

服薬

33.3

－

11.1

11.1

－

11.1

11.1

－

58.3

－

8.3

8.3

16.7

－

－

－

53.8

－

15.4

7.7

7.7

－

15.4

－

0% 50% 100%

認知症状への対応

医療面での対応

食事の準備

その他の家事

金銭管理や生活面

の手続き ・

その他

特にない

わからない

０回 n= 9

１～14回 n=12

15回以上 n=13

※無回答を除く
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③ 短期系サービス 

介護者が不安に感じる介護等を、①要介護３以上、②認知症自立度Ⅲ以上に分けて、短

期系サービスの利用回数別にみると、利用回数が増えるにしたがい、「屋内の移乗・移動」

および「認知症状への対応」の不安が高くなる傾向があります。 

図表２－35 短期系サービス利用回数と介護者が不安に感じる介護等 

① 要介護３以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.6

38.0

11.3

15.5

8.5

14.1

25.4

15.5

7.0

71.4

50.0

35.7

14.3

28.6

35.7

57.1

35.7

28.6

16.7

50.0

－

16.7

－

－

83.3

33.3

－

0% 50% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

入浴・洗身

身だしなみ

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い等

服薬

31.0

5.6

14.1

8.5

2.8

8.5

9.9

－

35.7

－

21.4

28.6

35.7

7.1

－

－

50.0

16.7

－

－

－

－

－

－

0% 50% 100%

認知症状への対応

医療面での対応

食事の準備

その他の家事

金銭管理や生活面

の手続き ・

その他

特にない

わからない

０回 n=71

１～９回 n=14

10回以上 n= 6

※無回答を除く



39 

② 認知症自立度Ⅲ以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.0

52.0

16.0

8.0

12.0

16.0

20.0

16.0

4.0

50.0

50.0

33.3

－

－

16.7

66.7

33.3

16.7

33.3

33.3

－

33.3

－

－

66.7

－

－

0% 50% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

入浴・洗身

身だしなみ

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い等

服薬

48.0

－

8.0

8.0

4.0

4.0

12.0

－

50.0

－

33.3

16.7

33.3

－

－

－

66.7

－

－

－

－

－

－

－

0% 50% 100%

認知症状への対応

医療面での対応

食事の準備

その他の家事

金銭管理や生活面

の手続き ・

その他

特にない

わからない

０回 n=25

１～９回 n= 6

10回以上 n= 3

※無回答を除く
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(8) 就労継続の見込みと介護者が不安に感じる介護等 

介護者が就労している人の就労継続の見込み別にみると、就労継続が困難になるにしたが

い全般的に不安が高くなる傾向にあります。 

図表２－36 就労継続の見込みと介護者が不安に感じる介護等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.1

26.1

8.7

17.4

－

－

13.0

17.4

8.7

34.2

35.4

10.1

25.3

12.7

10.1

22.8

35.4

15.2

26.1

39.1

8.7

21.7

17.4

17.4

34.8

34.8

30.4

0% 50% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

入浴・洗身

身だしなみ

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い等

服薬

26.1

－

4.3

8.7

4.3

4.3

21.7

－

44.3

5.1

17.7

16.5

8.9

2.5

2.5

－

52.2

－

26.1

13.0

21.7

－

－

－

0% 50% 100%

認知症状への対応

医療面での対応

食事の準備

その他の家事

金銭管理や生活面

の手続き ・

その他

特にない

わからない

問題なく、続けていける n=23

問題はあるが、何とか続けていける n=79

継続困難 n=23

※無回答を除く
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(9) 主な介護者の勤務形態 

主な介護者の勤務形態は、「働いていない」が50.5％を占めています。「フルタイムで働

いている」は20.0％、「パートタイムで働いている」は24.9％、合計した＜働いている＞は

44.9％です。 

要介護度別にみると、＜働いている＞は要介護１・２では50％を超えていますが、要支

援１・２および要介護３～５では30％台です。 

主な介護者の年齢別にみると、50代以下では＜働いている＞が70％を超えています。特

に50代では「フルタイムで働いている」が40％以上を占めています。 

図表２－37 主な介護者の勤務形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.0

7.0

28.0

13.0

17.1

25.3

5.9

36.0

40.3

17.8

3.3

24.9

27.9

24.0

25.0

19.0

24.7

44.1

40.0

29.9

26.7

15.6

50.5

55.8

44.0

58.7

58.1

45.9

47.1

24.0

28.4

50.5

74.4

0.7

4.7

1.0

0.7

1.0

3.9

4.7

4.0

3.3

4.8

3.4

2.9

1.5

4.0

6.7

0% 50% 100%

全 体 n=285

要支援１・２ n= 43

要介護１・２ n=150

要介護３～５ n= 92

自立・Ｉ n=105

Ⅱ        n=146

Ⅲ 以 上 n= 34

30・40代 n= 25

50代 n= 67

60代 n=101

70代以上 n= 90

*
*

*

フルタイムで働いている パートタイムで働いている

働いていない 主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

認
知
症
自
立
度

要
介
護
度

主
な
介
護
者
の
年
齢
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(10) 働き方の調整 

主な介護者が介護をするにあたって働き方についての調整等をしているかたずねたとこ

ろ、「特に行っていない」は26.6％、無回答が2.3％あり、71.1％（100％－（26.6％＋2.3％））

の人は何らかの＜働き方の調整をしている＞ことになります。 

調整の内容としては、「介護のために、「労働時間を調整」しながら、働いている（Ａ）」

が41.4％と最も高く、次いで「介護のために、「休暇」を取りながら、働いている（Ｂ）」

および「介護のために、Ａ～Ｃ以外の調整をしながら、働いている」が18.0％です。 

主な介護者の勤務形態別にみると、＜働き方の調整をしている＞は、フルタイムが73.7％、

パートタイムが69.0％とフルタイムが若干高くなっています。 

図表２－38  介護のために働き方を調整しているか（複数回答） 

 

 

 

 

 

区  分 ｎ 

特
に
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て
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し
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（
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介
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の
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」
を
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、
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て
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る
（
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護
の
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に
、
「
在
宅
勤
務
」
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利
用
し
な
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ら
、
働
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（
Ｃ
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介
護
の
た
め
に
、
Ａ
～
Ｃ
以
外
の

調
整
を
し
な
が
ら
、
働
い
て
い
る 

無
回
答 

世
帯
類
型 

単 身 世 帯 22 31.8 27.3 31.8 - 9.1 - 

夫 婦 の み 25 20.0 44.0 16.0 - 24.0 8.0 

そ  の  他 80 26.3 45.0 15.0 3.8 18.8 1.3 

要
介
護
度 

要 支 援 １ ・ ２ 15 33.3 33.3 13.3 - 20.0 6.7 

要 介 護 １ ・ ２ 78 28.2 35.9 21.8 2.6 17.9 2.6 

要 介 護 ３ ～ ５ 35 20.0 57.1 11.4 2.9 17.1 - 

認
知
症
自
立
度 

自 立 ・ Ｉ 38 34.2 39.5 13.2 - 18.4 2.6 

Ⅱ 73 24.7 39.7 23.3 1.4 17.8 2.7 

Ⅲ  以  上 17 17.6 52.9 5.9 11.8 17.6 - 

主
な
介
護
者 

勤
務
形
態 

フ ル タ イ ム 57 26.3 43.9 26.3 1.8 14.0 - 

パ ー ト タ イ ム 71 26.8 39.4 11.3 2.8 21.1 4.2 

26.6

41.4

18.0

2.3

18.0

2.3

0

20

40

60

（％）
全 体

n=128
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主な介護者の勤務形態別に、詳細をみると、フルタイム、パートタイムともに「労働時間

を調整」が最も高く、フルタイムでは「休暇」、パートタイムでは「A～C以外の調整」が、

それぞれは別の勤務形態に比べ高くなっています（図表２－39）。 

また、就労継続見込み別にみると、＜問題なく、続けていける＞人は「特に行っていない」

や「労働時間を調整」が高くなっています。一方、＜継続困難＞な人は「休暇」が高くなっ

ています（図表２－40）。 

図表２－39 介護のために働き方を調整しているか（勤務形態別・複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く 

 

図表２－40 介護のために働き方を調整しているか（就労継続の見込み別・複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く 

26.3

43.9

26.3

1.8

14.0

27.9

41.2

11.8

2.9

22.1

0 20 40

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整」しながら、働いている（Ａ）

介護のために、「休暇」を取りながら、働いている（Ｂ）

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、働いている（Ｃ）

介護のために、Ａ～Ｃ以外の調整をしながら、働いている

（%）

フルタイム n=57 パートタイム n=71

43.5

52.2

4.3

－

4.3

25.3

40.5

16.5

2.5

24.1

18.2

36.4

40.9

4.5

13.6

0 20 40 60

特に行っていない

介護のために、「労働時間を調整」しながら、働いている（Ａ）

介護のために、「休暇」を取りながら、働いている（Ｂ）

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、働いている（Ｃ）

介護のために、Ａ～Ｃ以外の調整をしながら、働いている

（%）

問題なく、続けていける n=23

問題はあるが、何とか続けていける n=79

継続困難 n=23
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(11) 就労継続の見込み 

主な介護者が今後も働きながら介護を続けていけそうかをたずねたところ、「問題はある

が、何とか続けていける」が61.7％を占めています。これに「問題なく、続けていける」

（18.0％）を加えた＜継続可能＞は79.7％です。「続けていくのは、やや難しい」は12.5％、

「続けていくのは、かなり難しい」は5.5％あり、これらの合計＜継続困難＞は18.0％です。 

主な介護者の勤務形態別にみると、＜継続困難＞はフルタイムが15.8％であるのに対し、

パートタイムでは19.7％と、パートタイムがフルタイムを3.9ポイント上回っています。 

図表２－41 働きながら介護を続けていけそうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.0

33.3

15.4

17.1

18.4

16.4

23.5

10.5

19.1

17.8

23.5

15.8

19.7

61.7

53.3

60.3

68.6

63.2

60.3

64.7

63.2

61.7

68.9

41.2

68.4

56.3

12.5

15.4

11.4

7.9

15.1

11.8

5.3

14.9

11.1

17.6

8.8

15.5

5.5

7.7

2.9

7.9

5.5

15.8

4.3

2.2

5.9

7.0

4.2

0.8

6.7

1.4

5.9

1.4

1.6

6.7

1.3

2.6

1.4

5.3

5.9

2.8

0% 50% 100%

全 体 n=128

要支援１・２ n= 15

要介護１・２ n= 78

要介護３～５ n= 35

自立・Ｉ n= 38

Ⅱ        n= 73

Ⅲ 以 上 n= 17

30・40代 n= 19

50代 n= 47

60代 n= 45

70代以上 n= 17

フルタイム n= 57

パートタイム n= 71

*
*

*
*

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない 無回答

認
知
症
自
立
度

要
介
護
度

主
な
介
護
者
の
年
齢

主
な
介
護
者

の
勤
務
形
態
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(12) サービス利用の組み合わせと就労継続の見込み 

介護者の就労継続の見込みを、①要介護２以上、②認知症自立度Ⅱ以上に分けて、サービ

ス利用の組み合わせ別にみると、①要介護２以上、②認知症自立度Ⅱ以上ともに「問題なく、

続けていける」は＜訪問系の利用あり＞が高く、「問題はあるが、何とか続けていける」を

加えた＜継続可能＞も同様に高くなっています。 

図表２－42 サービス利用の組み合わせと就労継続見込み 

① 要介護２以上 

 

 

 

 

 

 

 

② 認知症自立度Ⅱ以上 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く 
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0% 50% 100%

訪問系の利用あり n=33

訪問系の利用なし n=43

*
*

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

21.6

15.4

59.5

63.5

10.8

17.3

5.4

3.8

2.7

0% 50% 100%

訪問系の利用あり n=37

訪問系の利用なし n=52

*
*

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない



46 

Ⅲ 調査結果のまとめと考察 

 

１）世帯類型にかかわらず在宅生活が継続できる支援（在宅生活の限界点を高める支援） 

［調査結果のまとめ］ 

■世帯類型をみると、単身世帯および夫婦のみ世帯が40％以上あり、単身世帯で要介護５

はいないものの、要介護３以上は少なからずいる（３・４頁） 

■サービス利用の組み合わせでは、要介護度の重度化にしたがい訪問系または訪問系を含

む組み合わせが高くなる傾向にあり、特に単身世帯ではその傾向が顕著に表れている（９

～11頁） 

■施設等への入所・入居検討状況をサービス利用の組み合わせでみると、訪問系のみを利

用している場合は、「入所・入居は検討していない」が高い（14・15頁） 

■また、訪問系サービスを頻回に利用している場合も「入所・入居は検討していない」が

高い（16頁） 

■単身世帯の場合、近居の家族・親族による介護を受けていることがわかるが、家族等の

介護なしで在宅生活を続けているケースもある（22・23頁） 

 

［考 察］ 

○要介護者の中には単身世帯や夫婦のみ世帯の人が多く見られます。要介護者本人の生活

の質の向上と、近居の家族等介護者、同居の配偶者の負担を軽減するため訪問系サ―ビ

スの整備と利用を促進する必要があります。特に、重度の人の在宅生活を24時間体制で

支える仕組みとして定期巡回・随時対応型訪問介護看護や夜間訪問介護などの整備と普

及を進めていくことが効果的と考えます。 

○また、訪問看護など医療的ニーズに対応したサービスの拡充を図る必要があります。こ

れに加えて、在宅における看取りに対応した支援体制の構築も検討していく必要があり

ます。 

○単身世帯や夫婦のみ世帯の増加により、たとえ介護が必要でなくても、日常生活を送る

上で、買い物、通院などさまざまな不自由を感じている人がいると推測されます。地域

住民による見守りなど住民主体の支援体制を確立していく必要があります。 
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２）介護者の負担軽減を念頭に置いた支援 

［調査結果のまとめ］ 

■認知症自立度別にサービス利用の組み合わせをみると、認知症の重度化にしたがい通所

系・短期系のみが高くなる傾向があり、介護者のレスパイトケアとしての利用実態がみ

てとれる(12頁) 

■夫婦のみ世帯では、70代以上の介護者が60％以上を占めている(24頁) 

■主な介護者が不安に感じている介護等で多いのは「認知症状への対応」と「(日中・夜間)

の排泄」であり、軽度の場合は「外出の付き添い、送迎等」が多い（26・28・29頁） 

■訪問系サービスを頻回に利用している場合は、「(日中・夜間)の排泄」「屋内の移乗・移

動」などの不安が軽減される傾向がある（34・35頁） 

■介護者が就労している場合、訪問系サービスの利用ありでは、就労の継続可能性が高く

なっている（45頁） 

 

［考 察］ 

○家族介護者にとって「認知症状への対応」と「(日中・夜間)の排泄」が大きな介護不安

となっています。こうした介護者の精神的・肉体的負担を軽減することが、在宅介護の

限界点を高めることにつながると考えられます。訪問系サービスの利用を中心に据え、

介護者のレスパイトケアに焦点を当てた通所系・短期系のサ―ビスを組み合わせたサー

ビス利用を促進していく必要があります。 

○したがって、「通い」を中心として、要介護者の様態や希望に応じて随時「訪問」や「泊

まり」を組み合わせて提供する小規模多機能型居宅介護の拡充を進めるとともに、医療

機関から移行した在宅療養者の医療的ケアなども想定し、看護小規模多機能型居宅介護

の整備と普及も進めていくことが必要と考えます。 

○看取りまで視野に入れた在宅生活の継続を実現するためには、在宅医療と介護の多職種

連携をさらに進めていく必要があります。 

○また、家族介護者の「認知症状への対応」の介護不安に対しては、地域包括支援センタ

ーを中心に進められている認知症施策の様々な取り組みを今後も推進していく必要があ

ります。 
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３）仕事と介護の両立支援 

［調査結果のまとめ］ 

■主な介護者の40％以上がフルタイムまたはパートタイムで就労している（41頁） 

■就労している介護者の多くは、労働時間の調整や休暇を取得しながら仕事と介護の両立

を図っている（42・43頁） 

■就労継続の見込みについては、「問題はあるが、何とか続けていける」が60％以上を占

めている（44頁） 

■就労継続の見込みについて「問題なく、続けていける」と回答した介護者は、労働時間

を調整しながら働いていたり、特に調整を行っていない場合が多く、比較的短時間で軽

易な介護であることが想像できる。一方、継続困難と回答した介護者は休暇の取得をす

る場合が多く、介護に要する時間が長いことがうかがわれる（43頁） 

■就労継続が困難な度合いが高いほど、介護不安は大きい（40頁） 

 

［考 察］ 

○介護者が仕事と介護を両立できるか否かは、要介護者の在宅生活の継続に関わる大きな

要素です。就労継続が困難と考えている人はもとより、「問題はあるが、何とか続けてい

ける」と回答した就労中の介護者をいかに支援するかが課題と考えます。 

○介護者の多様な就労状況や家庭環境に対応した柔軟なサービス（前述の定期巡回・随時

対応型訪問介護看護、小規模多機能型居宅介護および看護小規模多機能型居宅介護など

のサービス）提供体制を整えることが重要です。 

○また、企業や官公庁等は、介護休業等の両立支援制度を導入するだけでなく、働き方の

見直しを通じ、介護等の時間的制約を持ちながら働くことが可能な職場づくりを日頃か

ら進めておくことが望ましい。こうした職場づくりが、介護に直面した社員等の離職防

止に効果的であると考えます。 
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【資 料】 調査票 
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